
 

 

 

 

  

「６年生を送る会」を実施しました！ 

３月５日（火）に「６年生を送る会」を実施しました。学校行事は、６年生が中心に運営

しますが、この「６年生を送る会」からは、５年生がバトンを受け継ぎ、運営していきます。

企画から準備・運営、片付けに至るまで、すべて５年生の仕事になります。 

今回は、「送る会」を始める前に、この１年間にお世話になった方々への感謝の気持ちを

伝える「ありがとう集会」を行いました。当日ご都合で参加できなかった方も見えましたが、

「町屋見守り隊」「図書ボランティア」「民生児童委員」「園芸ボランティア」「体育振興会」

の方々やゲストティーチャーでお世話になった方々に、子どもたちみんなで「ありがとう」

の感謝の言葉を伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

さて、「送る会」ですが、はじめの言葉のあと、学校長の話の中で、在校生に向けて「６

年生を送る会は、６年生にありがとうを伝える会だよ」と伝えてから始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ各学年の発表です。１年生は、「大きなかぶと楽しい仲間たち」です。１年生と

は思えないほどの堂々とした発表でした。２年生は、「２年生の思い出」です。２年生の時

に学習した思い出がよみがえってきたのではないでしょうか。３年生は、「おくびょう豆太、

勇気をだして怖い夜」です。身体全体を使った身体表現が印象的でした。４年生は、「ごん

物語」です。ご存じ「ごんぎつね」の物語ですが、今風にアレンジしたとても楽しい物語に

なっていました。５年生は、「こすげファミリーの日常」です。ファミリー感満載の物語に

終盤での合奏というミュージカル的な脚本が素晴らしかったです。どの学年も、１５分前後

の発表でしたが、そこに至るまでの準備には、相当な努力と時間が費やされてきたことが分

津市立栗真小学校 学校だより 

くりまっこ 
元気いっぱい 笑顔あふれる 栗真の子 

2024 年３月７日 NO.４９ 



かります。今までお世話になった６年生への感謝の気持ちが、十分に込められた発表になっ

ていました。また、学年と学年の発表の間に取り入れた「６年生クイズ」や「ジェスチャー

ゲーム」も面白かったです。全校のみんながとても楽しんでいました。しかも、６年生を主

役に充てていることも会の目的として、完璧でしたね。さすが、５年生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さて、「送る会」も終わりに近づき、いよいよ６年生の登場です。６年生のテーマは、「大

人になりたい」です。子どもから大人へと向かう中で感じる葛藤と向き合いながら成長して

いくというストーリー性を感じました。また、終盤に見られたミュージカル風の演出もよか

ったです。在校生からからの感謝の気持ちをしっかりと受け止め、在校生のみんなに「これ

からは、あなたたちが頑張っていくんだよ」というメッセージ性を感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

最後に「プレゼントわたし」の時間です。まずは、先生たちから、「栄光の架橋」の合唱

のサプライズです。練習不足で、大きな声が出なかったかもしれませんが、歌詞にあるよう

に「希望に満ちた空へ、走り出していってほしい」という思いを込めて歌いました。次に、

縦割り班からのプレゼントです。６年生全員がステージに登壇し、縦割り班の代表から、お

世話になった６年生へのメッセージが書き込まれた色紙を渡しました。中には、目頭が熱く

なっている子もいました。６年生代表から、在校生に向けてのお礼の言葉と中学校への決意

の言葉を伝えました。この栗真小学校に通うことのできる日数も一桁になってきました。６

年生は、悔いの残らない小学校での過ごし方をしてください。 

保護者の皆様、地域の皆様、「６年生を送る会」を参観していただき、誠にありがとうご

ざいました。雨の降りしきる中、しかも大変寒い中でしたが、７０名を超える方々に参観し

ていただき、子どもたちも大変張り切っていました。ありがとうございました。 


